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平素より大変お世話になっております。また日頃より「優翔館」をご愛顧賜りまして誠にありがとうございます。おかげさまで本通信は

第100号を迎えることができました。これもひとえに皆様からのお力添えをいただいたおかげであります。今後とも快適にお過し頂けるよ

うに職員一同、尽力いたしますので、変わらぬご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。ご面会についてですが、まん延防止等

重点措置の期間中はお控えいただいております。ZOOMを利用してのオンライン面会は継続しておりますので、お気軽にご連絡いただき、お

気づきの点等がございましたらご一報いただけますと幸いです。今後ともよろしくお願いいたします。 優翔館職員一同

優
翔
館
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信

2月と言えば 節分！

運営小話

雪庇が異常に育っていたので業者に雪庇落としを依頼した
ところ、雪の跳ね返りでガラスが割れてしまいました・・・。
幸い怪我人等は無く、現在は直っております。

サ高住、デイサービスでは鬼が暴れま
わっておりました！

皆様が一丸となって「鬼は～そと～」の掛
け声で豆をぶつけ、見事鬼退治に成功し
ました。皆様に福が訪れます事をお祈りい
たします。

2月といえば バレンタイン！

優翔館デイサービスセンターでは、バレンタイン
イベントとしてみかんのシフォンケーキ作りを行
いました。甘さ控えめで男性も食べやすい一品
で、私も頂いてしまいました。優翔館には元料理
人の方が多くいらっしゃり、調理の手際やスピー
ドに職員が圧倒される場面がありました。


